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※学年は 29 年度のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 全国都道府県対抗駅伝大会 岐阜県チームに
高山市や高山市出身の選手が多数出場 
1 月に広島（男子）と京都（女子）であった、上記大

会に、高山市関係の選手が大勢選ばれ出場した。 

男子＝中西亮貴(北稜中卒駒沢大)殿地琢朗(清見中卒益田

清風高)中洞将(松倉中卒中京高)岩島洪汰・岩島昇汰(以上

中山中 3 年)山田真生(日枝中卒中京高)宮前麿慧(東山中)

コーチ 廣田孝（日枝中教諭） 

女子＝中舎朱音(中山中卒積水化学)加藤優果 (松倉中卒

土岐商高)川上莉桜(中山中2年)一ノ瀬穂南(日枝中2年) 
 
全国中学校スキー大会に高山から 19名出場 

 2 月に秋田県で行われた同大会に高山から次の選手が

出場した。 

アルペン＝滝村直樹・野口幸太郎(以上丹生川３)山越の

ん(宮１)深沢菜月(朝日１)下畑勇登・山村駿太朗(以上国

府２)クロスカントリー＝生田碧(荘川３)谷口智紀(宮２)

岩本翔・小亀弦・寺島愛理(以上久々野３)寺島らな・坂

本晴花（以上久々野２）小長谷紫織・岩本花菜・山上颯

矢・石原智也(以上朝日３)田立悠参・石原歩夢(以上朝日２) 
 
全国高等学校スキー大会に高山から 15名出場 

 ２月に朴の木平スキー場(アルペン)と郡上市(クロスカ

ントリー)で行われた大会に次の選手が出場した。 

アルペン＝中畑俊介(飛騨高山 3)下畑岳大(同 2)黒木健

斗(高山工業 2)野中大資(飛騨高山 1)池田紗矢香(高山西

3)岡田芙紫子・三島寧々・川島萌夢(以上飛騨高山３)ク

ロスカントリー＝西本篤史(飛騨高山 3)青木徹郎(同 2)

幅上翔太(同 2) 役田陽(同 1) 橋本ゆず菜(同 2)谷口晴基

(高山工業 2)福井駿(同 1) 
 
全国クロスカントリー選手権 
中山中男子駅伝部が準優勝！ 
2 月に千葉県で開催された、全国中学生クロスカント

リー選手権、学校対抗の部で準優勝した。メンバーは次

のとおり。岩島洪汰・岩島昇汰・直井洸翔（以上 3 年）

石本湧大（2 年） 
 
国体冬季大会スキー競技会に 
アルペン 12 人、クロスカントリー9人出場 

 2 月に新潟県で開催された同大会に高山市の（出身含

む）次の 21 人が出場した。 

アルペン＝下畑岳大(飛騨高山高 2)益戸優磨(飛騨神岡高

3)中畑俊介(飛騨高山高 3)池田紗矢香(高山西高 3)黒木

玲名(飛騨神岡高 1)岡田芙紫子(飛騨高山高 3)小瀬大和

(中央大 1)上町智(萩原北中勤務)国分達矢(東京電力パワ

ーグリッド)池田晃(岐阜日野自動車)山田武(TEM・TNR)二

俣友里(飛騨特別支援学校勤務) 

クロスカントリー＝生田碧(荘川中 3)西本篤史(飛騨高山

高 3)幅上翔太(同 2)谷口晴基(高山工業高 2)役田陽(飛騨

高山高 1)橋本ゆず菜(同 3)三島龍也(日体大 3)西本光佑

(朴の木平スキークラブ)中井華菜(飛騨農協) 

春の全国中学生ハンドボール選手権大会 
男子は東山中、女子は中山中が出場 
富山県で 3 月に行われた大会に男女とも高山から出場。 

東山中＝平野凌斗・大溝郁也・横田怜・東田龍来・橋本

大河・谷幸樹・圓山泰生(以上 2 年)下田陽大・宇理須啓・

澤田康希・今井陽太・松森奨弥・古橋会・西本愛輝(以上

1 年) 

中山中＝永田愛梨・雁川原初萌・石垣藍子・釣田亜弥・

野口絢美・淵本結子・小倉祐美・森本一菜子(以上 2 年) 

堀之内由依・政井すずか・渡邊涼・荒町優実・岩本陽菜 

池戸みやび・沖下未夢・田口亜美・中村和暖・井添奈々子 

市川寧楽・都竹美咲・野口芽瑠萌・山本和香名(以上 1年) 

(一財)高山市体育協会 
広報委員会 
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昨
年
の
役
員
改
選
に
て
副
会
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
、
高
山
市
テ
ニ
ス
協
会
所
属
の

中
山
環
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
は
当
協
会
に

対
し
て
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
振
興
す
る

と
共
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

い
う
高
山
市
体
育
協
会
の
使
命
の
下
に
、
和

仁
会
長
を
補
佐
し
職
責
を
け
な
さ
な
い
よ
う

に
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

平
成
三
十
年
度
に
飛
騨
地
区
で
開
催
さ
れ

る
、
第
十
一
回
岐
阜
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

好
成
績
を
収
め
る
た
め
に
、
各
加
盟
団
体
は

強
化
策
を
策
定
し
大
会
に
向
け
て
計
画
的
な

練
習
を
行
っ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
昨
日
、
平
成
二
十
九
年
度
第
十
回
岐
阜

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
総
合
成
績
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
な
ん
と
、
高
山
市
は
９
１
点(

競

技
得
点
６
９
点
、
参
加
得
点
２
２
点)

を
獲
得

し
、
総
合
第
五
位
と
い
う
近
年
に
な
い
好
成

績
を
納
め
ま
し
た
。
こ
の
成
績
は
、
９
８
点(

競
技
得
点
７
０
点
、
参
加
得
点
２
８
点)

を
獲

得
し
た
土
岐
市
に
次
ぐ
も
の
で
す
。
言
い
換

え
れ
ば
、
結
果
論
で
す
が
七
点
以
上
の
点
数

を
獲
得
す
れ
ば
第
四
位
に
な
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
ス
キ
ー
、
山 

 

 

私
達
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
昭
和
四

十
六
年
に
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

理
念(

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
通

し
て
心
身
共
に
健
全
な
青
少
年
の
育

成)
に
賛
同
し
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力

に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

当
初
は
四
種
目
四
団
体
の
加
盟
で

し
た
が
、
現
在
は
十
一
種
目
三
十
八

団
体
、
団
員
１
３
０
０
名
、
指
導
者

４
０
０
名
程
が
登
録
し
活
動
し
て
い

ま
す
。 

活
動
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
の
競

技
活
動
の
他
、
交
流
会
・
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
・
奉

仕
活
動
・
高
山
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
会
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
指
導
者
の
方
々
に
は
認
定
員
と 

い
う
資
格
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
良
い
指
導
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
年
に
数
回
の
研
修
会
も
行

っ
て
い
ま
す
。 

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
私
が
ス
ポ

ー
ツ(

陸
上
競
技)

を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
で
す
。

円
谷
選
手
は
二
番
手
で
競
技
場
へ

戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
直
前

に
イ
ギ
リ
ス
の
ヒ
ー
ト
リ
ー
選
手

に
抜
か
れ
三
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。
そ
の
シ
ー
ン
を
見
た
私
は
、「
俺

も
い
つ
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰

台
の
真
ん
中
に
立
っ
て
や
る
！
」
と

思
い
ま
し
た
。 

 

当
時
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
無
く
、

授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
三
角
ベ
ー
ス
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
、
家
へ
帰
っ
て
か
ら
は
山
で
タ
ー 

 

岳
、
陸
上
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
弓
道
及
び
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
種
目
選
手
の
方
々
に
は
高
得
点
を

獲
得
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
選
手
の
方

々
、
な
ら
び
に
各
種
目
団
体
の
強
化
委
員
の

方
々
は
本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た
。 

こ
の
成
績
は
、
高
山
市
体
育
協
会
が
競
技

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
着
実

に
実
っ
て
き
た
こ
と
で
高
く
評
価
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
優
勝
は
大
垣
市

で
１
９
８
点
、
第
二
位
岐
阜
市
１
６
５
点
、

第
三
位
各
務
原
市
１
４
１
点
と
ベ
ス
ト
３

は
三
桁
得
点
で
す
。
正
直
言
い
ま
す
と
ベ
ス

ト
３
は
か
な
り
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

四
位
は
手
の
届
く
順
位
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
後
更
な
る
上
位
を
目
指
す
た
め

に
は
、
高
山
市
の
代
表
選
手
に
対
し
て
、
で

き
る
限
り
の
派
遣
費
を
補
助
し
た
り
、
ま
た

、
参
加
種
目
の
追
加
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

高山市スポーツ少年団 
本部長  吉眞 隆 
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ザ
ン
ご
っ
こ
や
、
今
で
い
う
ツ
リ
ー

ハ
ウ
ス
を
作
っ
た
り
と
、
野
山
を
駆

け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
自
然

に
体
幹
を
鍛
え
し
っ
か
り
し
た
体
を

作
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
中
学
、
高
校
と
陸
上
部
に

入
部
し
て
本
格
的
に
走
り
始
め
ま
し

た
が
、
今
と
違
っ
て
充
実
し
た
施
設

も
器
具
も
な
く
、
２
０
０
㍍
の
ト
ラ

ッ
ク
が
や
っ
と
と
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
他
の
部
活
と
譲
り
合
い
な
が
ら
楽

し
く
練
習
を
し
た
も
の
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
取
る
と
い
う
夢
を
持
ち

続
け
練
習
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
三

十
代
前
半
に
国
立
競
技
場
で
走
る
こ

と
が
出
来
、
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。 

 

高
山
の
競
技
施
設
は
昔
と
比
べ
る

と
充
実
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
レ
ベ
ル
は 

県
内
で
も
高
く
、
各
大
会
で
好
成
績 

を
残
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
点
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
小
学
生
の
時
か
ら
種
目

を
決
め
て
、
ほ
ぼ
そ
の
専
門
の
練
習
を

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
種
目
を
決
め
る

の
は
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
種
目

で
は
し
な
い
よ
う
な
運
動
を
さ
せ
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
小
学
生
の

う
ち
は
社
会
に
出
て
通
用
す
る
た
め

に
、
色
々
な
こ
と
を
学
ぶ
時
だ
と
思
い

ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽
し
い
と

思
え
る
指
導
、
ま
た
礼
儀
作
法
・
自
主

性
・
思
い
や
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
増
す
よ
う
な
心
の
指
導
も

必
要
で
す
。 

 

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
未
来
あ
る

子
供
た
ち
の
た
め
に
私
た
ち
指
導

者
・
保
護
者
が
一
丸
と
な
っ
て
指
導
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
体
育
協

会
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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全国高校アーチェリー選抜大会出場 
静岡県で開催の大会に高山西高 2年の中田頼希さんが出場した。 

全国高校剣道選抜大会に男女共高山西高出場 
男子＝小原龍神・浅岡俊介・神谷鴻輝(以上 2 年)桑原玄輝・松永 

俊佑・池田京志朗・境浩輝・坂口瑠雅(以上 1 年) 

女子＝辻佑果・坂ノ上鈴香・清水香織・高木凛(以上 2 年)小林京 

木村桃子・小島たんぽぽ（以上 1 年） 

都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会 

 3 月に東京他で開催された同大会に県代表で次の 7 名が出場

した。角竹正多(東山中 2)益田翔悠(松倉中 1)梅本采芽(同 2)藤

井優希(同 2)山下真央(日枝中 2)杉本玲名(同 2)田村茉子(同 1) 
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平成 30年度一般財団法人高山市体育協会事業計画 
月  日 事  業  名 会 場 等 

 

7 月 8 日(日) 第 66 回飛騨地区体育大会 高山・飛騨・下呂 

7 月 21 日(土) 第 35 回市民登山 市民登山クラブの活動と西穂独標登山 

9 月 16 日(日) 第 11 回県民スポーツ大会 飛騨地区開催 

10 月  7日(日) 市民スポーツフェスティバル ビッグアリーナ他 

10 月 21 日(日) 第 15 回市民駅伝大会 宮中学校発着 一之宮町内 

11 月 23 日(祝) 第 42 回市民健康マラソン 中山陸上競技場発着 下林町山田町地内 

  1 月 21 日(月) 平成 30 年度 体育協会新年会 高山グリーンホテル 

2 月 上旬 第 11 回県民スポーツ大会スキー競技会  

年間を通して 

市指定体育施設の管理（１５施設） 

トレーニングルーム利用者講習会・各種スポーツ教室の開催 

ビッグアリーナ全館開放実施（５～３月 毎月第３木曜日） 

市民体育大会（各種目団体の事業計画に盛り込んで実施） 

理事会・評議員会の開催 各委員会の開催（総務・財務・事業・強化・広報） 

「体協たかやま」の発行（年３回） 

各加盟団体との共催事業 
 
平成 30年度一般財団法人高山市体育協会 収支予算 
【収入の部】                     【支出の部】               (単位：千円） 

科 目 合計 一般会計 特別会計 備 考 科 目 合計 一般会計 特別会計 備 考 

基本財産運用収入 160 160    0 基本財産定期預金利息 管理費 1,103 1,103 0 
給料手当、会議
費、旅費交通費等 

会費収入 4,743 4,743 0 会員会費、賛助会費等 事業費 5,302 5,302 0 県体・地区体派遣費等 

自主事業等収入 4,400 0 4,400 

 
市民健康マラソン、市民登

山、スポーツ教室、自販機等 自主事業費 3,280 0 3,280 
市民健康マラソン、 
市民登山、自販機等 

指定管理事業等収入 88,084 0 88,084 

 
指定管理料、体育 

施設使用料等 
指定管理事業費 88,443 0 88,443 

 
給料手当、事務管理費 
電気代、燃料等 
スポーツ教室 

雑収入 104 102 2 
受取利息、飛騨体 

協事務収入、雑入 
租税公課 3,600 0 3,600 消費税等 

他会計からの繰入金収入 1,400 1,400 0  他会計への繰入金支出 1,400 0 1,400  

計 98,891 6,405 92,486  計 103,128 6,405 96,723  
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この人にこんにちは 
野原 進さん  

Q バレーボー
ルとの出会
いは？ 

 
 
Q バレーボー
ル の 魅 力
は？ 

 
 
Q 指導で一番
大切にして
い る こ と
は？ 

 
Q 今までで一
番印象に残
っているこ
とは？ 

 
 
Q 今後の抱負
は？ 

 

中学生の時に体育の授業や球技大会でバレ
ーボールに興味を持ち、卒業後、日立製作所
に就職が決まったこともあり、高山高校定時
制でバレー部に入部し、以後バレーボール一
筋で現在に至っています。 
リズムの競技と言われるように、一つのボー
ルを 6 人や 9 人で、レシーブ・トス・スパ
イク・ブロックなど、全員の心がひとつにな
りプレーができる、チームワークが大切なス
ポーツだからです。 
小学生相手なので、バレーボールが楽しいも
のだと思ってもらうように、一つのポジショ
ンに拘らず、小学生目線になって、中学・高
校・社会人になっても続けてもらえるような
指導を心がけています。 
バレーボール人生 50 年弱で色々な感動や
涙もありましたが、教え子達が平成 28年に
県スポ少大会で、自分達の持っている以上の
プレーをし、決勝まで進んだことです。全国
大会は逃しましたが、感動、涙を流した時が
一番です。 
高齢になりましたが、体の続く限り子供たち
と楽しく触れ合い、高山フレンドバレーボー
ルクラブの「全員バレー！」を目的に指導を
続け、飛騨地区のバレーボール界の活性化に
努めていきたいと思います。 

３ ２ 

平
成
二
十
九
年
度
高
山
市
体
育
協
会
新
年
会 

功
績
の
あ
っ
た
個
人
・団
体
を
表
彰 

当協会の目的にご賛同いただき、賛助会員になっていただきました皆

様をご紹介申し上げます。皆様の温かいご援助により活発な事業展開

が出来ます事を心から感謝申し上げます。（50音順） 

ＩＡＳマツバヤシ 
間 武夫 
㈲あらたに文具店 
安全防水工事㈱ 
民宿 あさの屋 
飛鳥 
アダチ石油㈱ 
新井 裕輔 
医療法人梅村歯科医院 
医療法人同仁会 介護老人保健施設それいゆ 
うぐいすファミリー歯科 
㈱打江精機 
㈱打保屋 
NPO 法人飛騨高山ハンドボールクラブ 
エビスヤ商会 
㈱ＭＭＰＣ 
大下塗装店 
大霜 隆廣 
オオクラ㈱ 
大平 忠志 
㈱小鳥ガラス 
垣内 征雄 
柏木工㈱ 
和仁 紀男 
学校法人 飛騨学園 
川﨑電気工事㈱ 
川田五朗 
北アルファード育成会 
北長不動産㈱ 
㈲京や 
近畿日本ツーリスト高山営業所 
 
 
 
 
 
 

倉田 政博 
㈲糀屋柴田春次商店 
坂本 幸雄 
㈱三機工業 
㈱山都スポーツ 
㈲サンバリー 
山王ベアーズ 
山和不動産 
新宮クラブスポーツ少年団 
新友陸上スポーツ少年団 
㈲島光自動車 
下山酒店 
十六銀行 
㈱瀬木油店 
㈲瀬木製餅舗 
セイコータイムシステム㈱ 
セノー㈱名古屋支店 
第一物産㈱ 
㈱ダイキ 
太平ビルサービス㈱ 
㈱タイヤセンター高山 
㈱高橋商店 
高桑内科クリニック 
㈱高山グリーンホテル 
高山合気道スポーツ少年団 
㈱高山エース旅行センター 
高山市剣道会 
高山市相撲連盟 
高山市中学校体育連盟 
高山スキースポーツ少年団育成会 
高山市武道館スポーツ少年団 
 
 
 
 
 
 

高山市ゲートボール協会 
高山市サッカー協会 
高山市スキー連盟 
高山市バスケットボール協会 
高山酒類卸㈱ 
高山柔道協会 
高山信用金庫 
高山水産青果㈱ 
高山清掃事業㈱ 
高山市テニス協会 
高山バドミントン協会 
高山バレーボール連盟 
高山市ハンドボール協会 
㈲高山ビジネスマシン 
高山フレンドバレーボールクラブ 
高山米穀協業組合 
高山ミニハンドボールスポーツ少年団 
高山防災 
高山陸上競技協会 
高山陸上スポーツ少年団 
 (一財)中部電気保安協会高山営業所 
中部電力㈱ 
㈱ディックナレッジテクノ 
㈱トーエネック 
東商アソシエート㈱ 
冨山酒店 
中井 克尚 
㈱なべしま 
お宿 信田 
橋戸建築 
橋本 勝己 
八紘金属㈱ 
東ロビンズスポーツ少年団 
飛騨合気道スポーツ少年団 
飛騨印刷㈱ 
飛騨会計事務所 
飛騨建設㈱ 
飛騨山岳会 
飛騨山菜加工㈱ 
 

 

飛騨産業㈱ 
飛騨自動車学校 
飛騨信用組合 
㈲飛騨スポーツ 
飛騨大鍾乳洞観光㈱ 
飛騨高山サッカースポーツ少年団育成連盟 
飛騨農業協同組合 
㈱斐太パックス 
㈱ひだホテルプラザ 
飛騨冷凍空調㈱ 
平林会計事務所 
吹屋精肉㈱ 
藤本 勇 
星野 忠康 
㈱ホテル高山宝生閣 
㈲洞口新聞店 
㈱洞口設備工業 
㈲まえだ塗装 
松林 秀和 
松林 良造 
前田履物店 
㈱丸進工機 
丸新消防㈱ 
㈱丸大興業 
三枝クラブスポーツ少年団 
㈱みの谷 
山崎 昌彦 
㈱山正 
㈱山善商店 
横山 文雄 
吉眞 隆 
渡辺 隆蔵 
㈲渡辺不動産 
和仁 茂 
 

今回は、高山市スポーツ少年団に所属する
高山フレンドバレーボールクラブで永年
指導者として活躍しておられる野原進さ
んを訪ねました。 

第 10回県民スポーツ 
大会 スキー競技会 

総合優勝！ 
 
 

第
十
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
が
三
月
五
日
に
ダ
イ
ナ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場

と
牧
歌
の
里
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
た
。
当
日
は
大
変
な
雨
だ
っ
た
が
、

選
手
は
力
を
発
揮
し
、
高
山
市
は
二
年
連
続

総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。 

 
 

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。 

【
大
回
転
】 

〔
成
年
女
子
〕
２
部
優
勝 

長
瀬
瑛
里

香
・
１
部
優
勝 

和
田
知
穂 

〔
成
年
男
子
〕
４
部
優
勝 

玉
舎
久
幸 

同
３
位 

中
沢
徹
・
３
部 

２
位 

堤
清

高
・
２
部 

３
位 

瀬
木
智
史
・
１
部 

優

勝 

池
田
晃 

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】 

 

〔
成
年
女
子
〕
３
部
優
勝 

奥
田
裕
子
・
２

部
優
勝 

瀬
戸
恵
理
・
同
３
位 

志
賀
理

沙
・
１
部
優
勝 

中
井
華
菜
・
同
２
位 

東

濃
映
里
佳 

〔
成
年
男
子
〕
３
部
優
勝 

町
川
洋
介 

同
２
位 

玉
田
和
之
・
２
部
優
勝 

車
戸

良
輔 

３
位 

西
上
雄
士
・
１
部 

２
位 

古
谷
和
也
・
リ
レ
ー
２
位 

高
山
市 

中
山
環
さ
ん
（
高
山
体
協
副
会
長
）

が 

県
体
協
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞 

垣
内
汰
聞 

大
西
由
人 

宇
野
大
輔 

岸
本
卓
也 

政
井
睦
貴 

畑
中
寛
之 

西
平
吉
慶
〕 

同
女
子
チ
ー
ム
〔（
監
督
）
尾
崎
由

佳
（
選
手
）
尾
崎
由
佳
・
杉
野
友

美
・
橋
本
彩
夏
・
野
中
文
月
・
中

島
愛
・
小
山
真
由
・
長
瀬
は
づ
き
・

松
田
莉
歩
・
谷
前
有
咲
・
小
鳥
茜
〕 

高
山
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
同
選
抜

チ
ー
ム
〔（
監
督
）
山
本
武
範
（
選

手
）
黒
木
隆
義
・
道
脇
大
将
・
谷

口
貴
洋
・
槇
田
拓
也
・
道
脇
勇
生
・

森
本
哲
平
・
田
中
敬
登
・
中
谷
太

一
・
栗
本
幸
治
・
高
江
洲
友
貴
・

関
口
僚
介
・
高
原
悠
・
桑
山
和
貴
・

山
岸
大
介
・
山
岸
良
太
・
片
桐
太

平
・
石
原
慎
也
〕 

平
野
寛
明(
ア
ー
チ
ェ
リ
ー) 

賛助会員ご紹介 

 

 

▶ 
 
 
 
 
▶ 
 
 
 
 
▶ 
 
 
 
 
▶ 
 
 
 
 
 
▶ 

 

 

平
成
二
十
九
年
度
の(

公
財)

岐
阜
県

体
育
協
会
表
彰
が
三
月
九
日
に
岐
阜

市
の
グ
ラ
ン
ベ
ー
ル
岐
山
で
行
わ
れ
、

高
山
市
体
育
協
会
副
会
長
の
中
山
環

さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
賞
さ

れ
た
。 

 
 

賛助会員ご紹介 

 

 

 

平
成
三
十
年
高
山
市
体
育
協

会
新
年
会
が
、
一
月
二
十
一
日

(

日)

に
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で
あ

り
、
体
協
役
員
、
加
盟
団
体
か
ら

の
参
加
者
な
ど
、
約
百
四
十
名
の

出
席
で
行
わ
れ
た
。
席
上
、
平
成

二
十
九
年
度
の
体
育
協
会
表
彰

が
行
わ
れ
、
功
績
の
あ
っ
た
次
の

個
人
、
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。 

【
体
育
功
労
者
】 

大
平
忠
志(

体
協)

河
端
英
克(

卓

球)

原
田
恵(

陸
上)

武
田
文
彦(

柔

道)

久
保
田
完(

軟
式
野
球)

道
上

勝
彦(

剣
道)

古
守
博
明(

山
岳)

川

田
久
男(

テ
ニ
ス)

下
道
茂
雄(

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団) 

【
優
秀
選
手
・
監
督
・
チ
ー

ム
】

 

高
野
恵
・
白
野
光
（
以
上
柔
道
協

会
・
平
成
二
十
九
年
全
日
本
柔
道

「
形
」
競
技
大
会 

柔
の

形
準
優
勝
） 

【
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
功
労
者
】 

桑
山
晴
男 

 

【
協
会
功
労
者
】
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
優
勝
し
た
加
盟
団

体
・
選
手
・
チ
ー
ム 

下
道
美
奈
・
北
村
美
由
起
（
以
上

陸
上
）
同
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

〔
桑
山
奈
菜
・
武
内
琴
子
・
北
村

美
由
起
・
下
道
美
奈
〕 

 

高
山
弓
道
協
会
・
同
女
子
チ
ー
ム

〔
（
監
督
）
新
谷
一
男(

選
手)

田

中
沙
佑
美
・
金
井
真
帆
・
保
木
奈

津
子
〕 

池
田
晃
・
上
町
智
・
林
芳
忠
・
白

川
と
し
こ
・
役
田
一
祥
・
車
戸
良

輔
・
玉
田
利
之
・
東
濃
映
里
佳(

以

上
ス
キ
ー
連
盟)

同
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム(
車
戸
良

輔
・
玉
田
利
之
・
町
川
洋
介
・
中

井
祐
一)

 

高
山
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
・
同

男
子
チ
ー
ム
〔
（
監
督
）
山
下
祐

輝
（
選
手
）
上
田
正
朋
・
宇
野
健

太
・
笠
城
翔
也
・
倉
畑
凌
介
・
上 

 

 

29年度6つのスポ

ーツ教室を開校し

ましたが、どれも定

員を超えるくらい

の参加者がありま

した。30 年度も同

じように開講する

予定です。 
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